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1 はじめに

｢ ス タデ ィ ･ ス キ ル ズ+ は ､ 大学で の学 び方を教える

ため に設定された科目である ｡ 学び の技術 ･ 技法とし

ては ､ 資料 ･ 文献の探 し方､ ノ ー トティキ ン グ ､ P C

利用法､ 対数貞や学生間にお ける コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

技法､ プ レゼ ンテ ー シ ョ ン技法､ レポ ー ト の書き方､

道具､ 機器の安全な使用法な どが
一 般に挙げられ る｡

また ､ 学び方で はな い が ､ 大学での 学びを円滑 にする

ため に ､ 大学の カリキ ュ ラ ム や開講科目の概要の 理解

を図ることもよく行われる｡ しかし､ ｢ ス タ デ ィ
･

ス キ

ル ズ+ が始ま っ てまだ数年しか経ておらず､ また､ 課

程 ･ 教科など､ 領域 によ っ て必要な学びの ため の ス キ

ル は異な る部分が ある ことか ら､ 当該の それぞれ の

｢ ス タデ ィ ･ ス キ ル ズ+ に お い て ､ 独自 の 試みが なされ

て い ると思われる ｡ 美術科にお い ても､ 試行錯誤 しな

がら い ろ い ろと模索して い る段階であり､ 未 だこれで

よしと しうる形態 ･ 内容 には至 っ て い ない ｡ した が っ

て
､
こ の実践報告も摸索途中の 報告で しかない ｡ しか

し､ まだ導入間もない ｢ ス タデ ィ ･ ス キ ル ズ+ に関す

る報告と いうことで ､ 他 の ｢ ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ+ の

内容構築の参考になるかもしれな い と考え報告するこ

とと した ｡

2 美術科向け ｢ スタディ ･ ス キル ズ+ の経緯

美術科向け ｢ ス タデ ィ ･ ス キ ル ズ+ は､ 形態と内容

に関 して模索が続 い て い る状況であるが ､ 担当者に関

して はずっ と変わる ことなく､ 美術科の全教貞で担当

して きた ｡ こ れ は ､ 暗黙 のうち に公平の原則が適用さ

れ て い るためで あるが ､ さ ら に ､ 美術科の特性の ため

で もある ｡ 美術科は ､ 大きく分野と して実技と理論に

分かれ る｡ 美術史など理論系の分野は ､ 資料の探し方

や レポ
ー

トの 書き方などのス キ ル が必要で あるが ､ 絵

画や彫刻などの 制作におい て は､ 実技に関わるス キル

や ､ 安全教育が必要である ｡ そ して中身にも違 い があ

る ｡ した が っ て ､ 誰か
一

人が担当する わけには行かな

い の で ある ｡ 美術科では ､
こ れまでは全教貞が ､ 数回

ずつ 受け持つ というオム ニ バ ス形式で実施してきた｡

こ の やり方の よ い 点は ､
2 年次以降に比 べ て接触機会

の少な い 新入生と ､ す べ て の教員が接し会える点であ

る｡ これは重要なことで ある ｡ ま たオム ニ バ ス 形式だ

と
､ 教員 一 人 一 人の負担が少なくなると いうメ リ ッ ト

もある ｡ しか しながら､
-

教 員は､ 2 - 3 回 の授業を

行うだ けなの で ､ 授業の効果があるの かない の かは っ

きり掴 めない ｡ ま た､ 各教員の 授業の 中身に関 しては ､

お互 い に十分な把握が難 し い の で ､ 無用な重複や ､
そ

の 道に思わぬ欠落が ある可能性もある ｡ そ して ､ 新入

生と接するということに関して も､ オ ム ニ バ ス 形式だ

と
一

般的な知識伝達型の 講義になり勝ちで ､ 新入生全

体の印象は掴め るが ､

一

人
一

人 の特徴や存在に つ い て

は ,
ほ と ん ど把握できない と いう欠点が見えてきた ｡

筆者個人の 判断で は ､
総体と して ､ 平成1 5年度まで の

｢ ス タデ ィ ･ ス キ ルズ+ の意義と有効性は､ かなり限定

的なもの に止ま っ て い たと思われる ｡

こ の ような反省から､ 美術科では平成16 年度の ｢ ス

タ デ ィ ･ ス キ ル ズ+ は ､ 受講生を少人数の グ ル ー プに

分けて行うやり方を試行してみる こと にな っ た ｡ 教員

の 側か ら見ると､ 以前 は全員を相手に数回の 講義をす

ると いう形態か ら､ 少人数の グ ル ー

プを相手にゼ ミ形

式の授業を持ち､ それをす べ て の グ ル
ー プに繰り返す

形になる ｡ 受講生の側から見れば､ グ ル ー

プで
一

緒 に､
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毎回順番に異なる教員の研究室で授業を受けて い くと
いう形になる ｡ ｢ ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ N + ( N は美術科

向け) の シラ バ ス を転載しておく｡

｢ スタディ ･ スキル ズ N+

科目の概要と目標

美術教育と美術や デザイ ンを核に ､ 広く今後大学

で学んで い くため の 学習法や ､ 心構え､ 基礎知識な

どを学ぶ ｡ 授業形式は､ ( 授業計画) にあるように､

少人数の対話形式で行う｡ そして美術の全て の教員

と近 い ところで接 し話 し合うことで ､ 多角的に大学

での学習の動機付けを得て ､ 学習法の ポイ ン トが身

に つ くように図る ｡

ま た教員は､ こ れ によ っ て個 々 の 新入生 へ の 理解

を持ち､ 以後の教育や指導の手立て とする ｡

達成目標
･ 大学での 学習に対する期待と意欲を持つ ｡
･ 大学での学習内容やカリ キ ュ ラ ム の 大まかな像を

得る｡
･ 大学における学習法を理解する ｡
･ 会話を通 して各教員の 人となりを理解し､ 自分 に
つ い て知 っ てもらおうとする｡

授業計画

1
. 1 回目全員に対 してオリ エ ン テ

ー シ ョ ン｡

･ 担当教員の紹介｡
･ こ の 授業の 目的と進め方の 説明｡
･ 班分 け｡ ( 学生を 5 班 ( 1 班 は約 5 名) にわ け

る ｡)

2 . それぞれ の グ ル ー プは以後､
1 4 週 に渡 っ て ､ 順

番に毎週別の研究室で授業を受ける｡
･ 2 回目1 班 (佐藤) 2 班 (丹治) 3 珪 (近藤)
4 班 (橋本) 5 班 ( 山本)

･ 3 回目1 班 ( 山本) 2 斑 (佐藤) 3 班 (丹治)
4 班 ( 近藤) 5 班 (橋本)

( 以下1 5 回目まで略)

受講に 当た っ て の留意事項
･ 気後れせ ずに ､ 積極的に発言質問する こと ｡

成績評価
･ 最終的な成績の 評価 は ､ 担当教員の評価の 平均点

で行う｡
･ 評価は出席を重視 し､ 授業 - の 取組み ､

レポ
ー

ト

なども総合的に勘案して行う｡

こ の ように､ 新 し い ｢ ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ+ で は､

新入生である受講生と教員が､ 顔を合わせ て話 し合 い

なが ら学習法や カリキ ュ ラ ム に つ い て学ぶ の であるが ､

最も強調され ることは教員と受講生 一

人
一

人 の コ ミ ュ

ニ ケ - シ ョ ン と人間理解と いうことである｡ こうした

こと は
､ 狭 い 意味で の大学学習法からはあるい は外れ

て い る の かもしれな い ｡ しかし､ 学生が大学で学んで

い くため に何が必要かと考えた場合 ､ 経験からい える

ことは
､ 学生と教員の 間の相互作用 (働きか け) を保

障する基盤と して の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン回路があるか

な い かということなの である ｡ そして ､ それ は､ 自由

な会話の 体験と それを通 して獲得された相手の 像に

よ っ て形成されると考えられるの で ある｡

3 平成1 6 年度 ｢ ス タディ ･ ス キル ズN+ の 実践
上記の ようなやり方で ､ 筆者 の 場合だと平成1 6 年度

は 8 回の 授業を行な っ た ｡ 1 グ ル ー

プ約 5 名で 5 グ

ル
ー

プある の で ､ 8 回と いうことは ､
2 つ の グ ル

ー

プ

は 1 回だけ担当 し､ 残りの 3 グ ル ー

プは 2 回の授業を

行な っ たと いうことである｡ こ の不均 一 は望ましくは

な い が止むを得な い ｡ こ こで は､ 他 の 教員の実践は報

告できな い の で ､ 筆者の 実施した授業の 報告をおこな

う｡
一

巡目の授業で は､ まず 一

人
一

人 に自己紹介しても

らうことからは じめ た｡ 名前 ､
出身だけでなく ､ なぜ

新潟大学の美術を選んだか ､ 高校時代は どんなこと に

打ち込んで い たか､ どんな事に興味があるか ､ 大学で

は何をした い かなども話してもらう｡ 人によ っ て違 い

はあるが ､ 大抵 の学生は ニ コ ニ コ と笑顔でい ろ い ろ話

してくれ る｡ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 基本は ､ ち ゃ んと

できて い ると思えた ｡ しか し自己紹介の ようなこ とで

も､ こ れ がク ラス 全員が集ま っ た教室で行うとなると

難しくなりス ト レス が過剰になる ｡ 自分 の ことを相手

に伝えると いう目的よりも､ 義務と して押し付けられ

た課題を何とか無事にやり過ごすこと に気が向 い て し

まう者が多くなる ｡ こ の ような体験 は､ お 互 い の コ

ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を活発に しようと いう気持ちに抑制

的に働 い て しまう｡ 筆者の研究室には ､ 少人数の ゼ ミ

用 に､ 直径1 8 0 c m の 丸テ ー

ブ ル が ある｡ 5 - 6 人が輪

にな っ て座ると ､ 自然と上下関係の力が緩和され ､
メ

ン バ ー

同士が心理的に等距離 になり､ こ こ に い るみん

なが仲間で あると いう感 じが生まれ る ｡ こ の ような､

人数の 大きさや ､ ど の ような形で座 るか な どは､ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを心地よ い もの にするため に､ かな

り大きな役割を果た して い る ｡

しかし､ こ の自己紹介とそれ に関連 した会話という
ことにも落と し穴があ っ た｡ 最初 の ころ の グル ー プは

､

生き生きして熱心であ っ たが､ 後の グ ル ー プ に行くに

つ れてだん だん乗り気でなくな っ て い っ た ｡ そ の訳は ､

ど の教員の授業で も大体最初は ､ 自己紹介が求め られ ､

受講生は ､ 話す こ とも､ ま た他 の 人の 話を聞くこ とに

も新 し い 内容が減 っ てきて ､ 繰り返しや焼き直しにな

る た めで ある ｡ し た が っ て､ 自己紹介 は
､ 後ろ の グ

ル
ー プに行くに従 っ て ､

まだ話されて い な い ､

一

般的

でな い事項 に つ い て尋ね､ 答えてもらうようにするほ

-
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うが よい ｡

自己紹介関連の話の後の 時間は ､
ビ デ オや デ ジタ ル

カメ ラなどで記録 した手持ちの映像を小型の プ ロ ジ ェ

ク タ
- で ホ ワイ トボ

ー

ド に投影して見せながら ､ 話を

したり､ 感想を聞 い たり､ 質問を受けたりする時間と

した ｡ 見せ た映像 は ､ 隔年で 過去 2 回ほ ど行わ れ た

『うちの D E ア ー

ト』( ア ー

ト に よる地域活性化を目的

に
､
新潟市内野地区で実施され た ､ 美術科による ア ー

ト ･

イ ベ ン ト) や ､
こ れまで い ろ い ろ実施 してきた子

どもの ため の 造形ワ ー ク シ ョ ッ プの 活動の記録である ｡

こう した映像を見せ ながら､ そ れぞれ の実践活動の意

図や狙 い を説明 したり ､ ど の ような苦労や成果､ 喜び

があ っ たかなどを話す ｡ また､ 美術教育にお い て ､ 今

どう い うことが問題にな っ て い て ､ な にが必要と思わ

れ る の かなの かな どを易 しく話 し､ 大学で の 美術教育

の カリ キ ュ ラム の基にある考えを伝える｡ しか し､ 一

番の 目的はそう した こと の 知的な理解で はなく､ 先輩

の 学生が子 どもを相手 に活躍 し､ 子 どもたちが生き生

きと活動 しながら個性的な表現を生み 出して い く映像

を見ながら､ そ こから刺激や感動を得て､ ｢ 面白そう

だ｡ 楽しそうだ｡ 自分もや っ て みた い ｡ 子 どもたちに

働 きか けてみ た い ｡+ と い う気持ちを持 っ てもらうこ

と にある の である｡ そ れ には､ や はり映像が
一

番有効

であると い える｡ 映像 は､ そ の場 に自分が居て ､ 現場

や対象を実際に見て い る と いう錯覚を作り出すか らで

ある｡

映像は ､ 撮影ばかりでなく ､ そ れ が再提示 され るや

り方を含めて ､ 意図され選択され ､ した が っ て作られ

たもの である｡ こ の こ と は ､ 必ずしも映像は必然的に

主観的なもの で客観的で はありえない と いう意味で は

な い ｡ 主観的でも客観的で もな い対象との 関係その も

の が映像と いうもの であろう｡ しか し映像を見る者は ､

と に かくカ メ ラ の 目 (と そ の背後の 撮影者の 目) を自

分の 目であると錯覚するこ とは確か である ｡ そ して こ

の こ とは普通意識 に上 らな い ｡ し た が っ て ､
こ れま で

の活動記録の 映像を提示する こと は､ 映像を使 っ て 活

動の様子を知らせて い るだけで はなく ､ 実は密かにそ

の活動の 意味や価値 に つ い ても提示 して い る こ とにな

る｡

こ れ は学生を偏 して い る こ と になる の であろうか ｡

そう考える必要はな い と思う｡ 価値判断や特定の意味

づ けを含まな い 映像 はありえな い の であるか ら､ 記録

映像の真正さは ､ 意味づ けの真正さを含めて問われる

べ きだからで ある ｡ と こ ろで記録 の映像は ､

一 般 に は

鮮明で高画質なもの ほ ど説得力が高くなる ｡ 撮影方法

や技術の レ ベ ル に関係なく ､ デ ジタ ル カ メ ラや ビデオ

の性能の 次元で説得力が高まるの なら､ 利用で きれば

優れた機器を用 い た ほうがよ い と い える ｡

4 二 巡目の ス タディ ･ ス キル ズの授業

二巡目の ス タデ ィ ･ ス キ ル ズで は､ こ れ は初めて の

試み であるが ､ 実験的に､ デ ジ タ ル カメラ による撮影

を学生 にや っ てもら っ てみ た ｡ 指示は ､ 美術科周辺や

大学内を歩きながら､ ｢ 注意を引 い たもの+ ｢ 気にな っ

たも の+ ｢ 美 し い と思 っ た もの+ ｢珍し い もの+ ｢ 好きな

もの+｢発見 した こ と+ な どを､ 一 人 3 枚以上撮影 して

くる ､
と いうもの で あ っ た｡ 使用機材は ､ K O N I C A

M I N O L T A の D i M A G E A l と い う有効画素数が約

50 0 万画素で ､ 焦点距離が7 . 2 - 50 . 8 m m (3 5 m m フ イ ル ム

換算で28 - 2 0 0 皿 相 当) の ズ
ー

ム レ ン ズ が つ い た デ ジ

タ ル カメ ラ ー 台である｡ こ の カ メ ラには手ぶ れ補正機

構が備えられ て い て ､ 露出モ
ー

ドをプロ グラ ム オ ー ト ､

フ ォ
ー カ ス モ ー ドをオ ー ト フ ォ ー カ ス に してお けば､

通常 の 撮影で あれば ､ 初心者でも簡単 に比較的高画質

の失敗の な い 写真が撮れる ｡ カ メ ラが 一

台 しかな い の

で
､
グ ル ー プで 一

緒 に歩き回りながら ､ 撮りた い もの

を見 つ けた人が撮影すると いうス タイ ル にな っ た ｡ 今

回は撮影に40 分を当て たが ､
カ メ ラが沢山あればも っ

と短 い 時間で も可能なはず である｡ 撮影が終 っ て研究

室に戻 っ てきてから､ 今取 っ た ばかりの ものを ､ プロ

ジ ュ ク タ - を用 い て ホワイ トボ
ー ドに映像を投影し､

鑑賞会を行な っ た ｡ 3 - 4 0枚の 写真を
一

枚
一

枚見て行

きながら
､ 自分 の 撮 っ た写真の 解説をしてもら い ､ 他

の学生や教員が質問 したり ､ 面白 い と思うとこ ろを出

し合 っ たり､ 感 じた こ とを話 したりすると い う形の 鑑

賞会である｡

こ の 授業の 目的は ､ 写真実習と いうこと に重点が在

るわけで はな い ｡ 重心は ､ 教員と受講生 一

人
一

人の コ

ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン と人間理解と い うと こ ろにある ｡ 写

真の撮影と いう方法を使 っ た訳は､ 美術科に入 っ て来

た学生で ある以上､ 美術に関わりの ある事柄を手段と

した方が ､
お 互 い の ことを理解 し合うこと に興味が湧

く し､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン し易 い ためである｡ しか し､

それだ けに止まらず､ ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ に写真の 実

習 を利用する こと には い く つ も の メ リ ッ トがあるよう

に思われ る｡ こ れ らを列挙 して みる ｡

･ 各学生が どん なもの (被写体) を見 つ けてくるか と

いうこ とは ､ 教員にと っ ても ､ 学生にと っ ても興味

深 い ｡

･ 撮影した写実と それに つ い て の説明を聞くことで ､

学生 の美術 に対する考え方や ､ 関心の 在り どころを

ある程度伺 い 知ることができる ｡
･ 具体的な写真と い うもの が ある ことで ､ 写真に関 し

て の 会話をする中で ､ 学生自身の ことや考えなどに

つ い て直接聞く場面を､ 挿入する ことが し易くなる｡
･ 学生 の写真に つ い て コ メ ン ト して行く中で ､ 教員 の

美術観や ､ 学生にこれから学んで行 っ て もら い た い

こ とを ､ 押 し付 けがま しさ の な い 自然な形で示すこ

とがで きる ｡

･ そ れ ぞれ の写真 の面白さや良 い と思われ る点 に特 に

言及するこ とによ っ て ､ 学生は自分が認められたと

感じ､ 今後 の大学で の学習に対する自信 と希望
､
や
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る気を起 こすことがで きる ｡
･ 同 じ場所で の撮影と ､ その

一 つ 一

つ の 写真に つ い て ､

み んなで話 し合うことを通 して ､ 様々 なもの の見方

や考え方､ 興味関心の 在り様があるこ とが実感で き､

そ の経験の 楽しさか ら コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の価値が

理解される ｡

本稿 の末尾に､ 学生が撮 っ て来た写真で ､ 面白か っ

たもの を数枚載せ ておくの で ､ 見 て頂きた い ｡ 勿論､

元 の 写真はカ ラ ー である ｡

5 おわりに

大学で の学び方の方法や技術を学ぶ こ とが目的と さ

れる ス タデ ィ ･ ス キ ル ズで
､
は た して こ の ような授業

が適切で あると い えるか ､ 疑問を呈する向きもある と

思われ る｡ しか し､ ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ と いう科目が

必要と され るようにな っ た理由は何かと考えてみれ ば､

そ れは ､ 勉強に つ い て い けなか っ たり ､ 目的を見失 い

学ぶ意欲を喪失したり､ 教員や仲間と上手く接する こ

とができなか っ たり して ､ 大学で学び続 けて い けな い

学生が増加 してきて い る こ と へ の対応である｡ そうす

ると
､
こ れ は単に資料の調 べ 方や レポ ー

トの 書き方な

どの個々 の知識やス キ ル の不足の 問題ではな い の では

な い かと思えるの で ある ｡ 要 は､ こ れ は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 問題ではな い だろうか ｡ 絶対的な知力にはそ

れほ どの 差があると は思えな い の で あ っ て ､ 大学で学

び続けて い けな い学生とは ､ 教員や仲間と上手くや っ

て い けな い 学生の こ とで あり､ そ れ は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が不足 して い たり ､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 に

劣るためで はな い か と思われる の で ある ｡ こ れらがあ

れば
､ 資料 の調 べ 方が分からなくて も､ 聞 い て教えて

もらえばよ い だけの ことだからである ｡ したが っ て ､

ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズを
､ 個別化 した個々 の ス キ ル の 集

積の ように理解する必要は､ 必ず しもな い と思われる ｡

そ れ で は､ 話 し方や聞き方､ 質問の仕方 ､ 答え方な

どの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン技術を教えるの がよ い の か ｡

こう した こと に つ い て の 知識や技法を身に つ ける こ と

も役に立 つ かも しれな い が ､ も っ と重要なの は､ 大学

で の生活 にお い て ､ 教貞や仲間と コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

を持 つ と い うこ と で ある｡ そ の 体験 から､ コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン の 技術も学ばれ る し､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 重要さや楽しさが解るか らである ｡ 端的に い えば､

大学 へ の新入生は､ 早 い 時期に ､ 教員や仲間と コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンを持 つ ことが大切である｡ 昔の学生の多

くは自ら機会を作 っ たりしながら､ 熱心に人間関係を

構築 して い っ て い た が
､ 最近 の学生 には､ 自主的には

それ がで きな い 者も多くな っ て い ると思われる ｡ した

が っ て ､ ｢ ス タ デ ィ ･ ス キ ル ズ+ で ､ そ れを行なうべ き

だと考える ｡ 入学当初に教員や仲間との 間で楽し い コ

ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の体験が持てれば ､ 以後､ 関係や コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを膨らませ て行く事は､ ず っ と容易

になる の ではな い だろうか ｡

- 2 2 -



ー

2 3 -





- 25 -


